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山岳雪崩遭難とその対策

大 井 正
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　1．まえがき

　1954年11月28日の富士の雪崩遭

難によって雪崩予報研究の必要性が

叫ばれている．私は雪崩遭難の理解

を深め，対策研究の一助としたい積

りでこの一文を書く．私の乏しい経

瞼，富士遭難の考察，文献に見られ

る著名な遭難の回顧，雪崩の分類，

対策を述べたいと思ろ．

　春の谷川岳に登山した人は誰でも

遠雷のよ5に山々にこだまする雪崩

の音を聞かれたであろ5．それは誠

に気昧悪い晋ではあるが，雪陵等で

この苦が春の室に鳴り渡っているの
’
は
樂 しい気もして，こ5い弓気分が

人々を山へと誘うのだと感じる．私

も西黒沢の雪漢を登っていると，未

だ10時頃であったが，朝日を浴び

た対岸の天紳沢に雪

崩が落ち始めて，登

っている人が必死で

i逃げるのを望んだ．

11時頃になると私の

頭上にも小さな板状

雪崩が落ち始め，全

く生きた心地も無か

った，一ノ倉沢に行

った時には，13時頃

た．雪崩は登山者のみならず，一般

佳民の生活にも重大な災害を与える

事は昭和14～15年の冬に山形県で

7件死者12名を出している事から

も明らかである．

　2．富士の遭難について

　こんどの遭難は新聞雑誌に詳述さ

れている．雪崩のコースは次節の

（22）のものと同じであり，季節的

には（18）（19）に近い．通報によれば

21日に太李洋低気圧が接近して，2！

日12時から22日の3時迄相当雪が

降った．24日迄は5m／s位で晴れて

いた．25日にいちじるしい前線があ

って6時から24時まで大雪が降って

いる．しかもこの雪は南の15m／s

位の風で積ったのだから吉田大沢の

上部付近は吹溜りになり，相当多量
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　　　に全層雪崩の余波が来て，人間位の

1　．雪のブロックが無数に落ちて来た．
ド

1．、　　この時は20名位の人々が居たが・

1　　こんどは左だ，こんどは右だと逃げ

1　　るのに一汗かいてしまった，富士に

1　　行った時には気象台の2合8勺の観

　　　測小屋が雪崩で無残に破壌されてい

1　　るのを見て驚嘆した．次に行った時

1　　　には，その残腹も，二合，二合五勺，

1　　三合の小屋も，数百本の太い電柱
ド

1　　も，総てが雪崩のために全く跡方も
え

1　　無くなって・一片の木片と化して仕
し　ロ

1　　舞ったのを見てあ然としてしまっ

鈴　　　　22
ド

1、，

一　　　　　　　　　　 　　　　＿

　　　　2》・ノ～渓ノ

には北東の25m／sとなっている．

発掘に当った人の話では余り固く古

くはないが，新雪では無いブロック

が1m牛位あり，その上に新雪が1

m位積って居た．発生地は8合付近

で水李に直線状に割れ目が見られる

といろ．以上を総合すると．25日に

降った異常な大雪が大沢上部に多量

に不安定に積り，それが28日早朝

の降雪や東風が契機となって落下レ

たのではないかと思5．当時は亭均

気温が高く，雪がクラストせずラヅ

セルが頂上まで続いた事も注意すぺ

き、点である．　　・　　　　＼

　3．山岳雪崩遭難小史

　それではいままでにどんな雪崩遭

難があったか有名なものを一応書き

止めて置く．

　（1）　これは山岳では無いが，大

正7年1月4日23時30分頃，新潟

県三俣村に雪崩が起り，倒壌28戸

土藏4棟，牛壌2戸，遭難者180名

中155名は埋死，3名は後に死亡し

た．デブリの厚さは650～150cmで

あった．（第1図左）図の数字は死

亡者数，括弧で囲んだ数字は生存者

　　　θ　　数を示す．79才の老
　　　訓　　　婆は50時間後に堀
　　　41’
　　　　肖　　り出されたが，一家
　　　　　
　　　．ノ　　　全滅の報を聞き，傷
　　ドノノ

　“’　　　　心の余り翌日死亡し

左：高橋氏原図，中：藤崎氏原図，右：木田川氏原図

に積ったのではないかと考えられ

る．富士に大雪が降る時は普通は風

は5m／s位の，弱いものである．26日

は晴れていたが，27日に太亭洋低気

圧が接近して，24時頃には南東の風

25m／sに達している．富士山の高

さでは冬は偏西風が吹いているから

上厨の谷が来ても風が東分を持つ事

は極めて稀であって，上暦低気圧と

呼ばるべきものである．28日にもこ

の風は続き，9時に東の30m／sとな

り雪が降り出した．そして雪崩の起

ったのは10時40分といわれ，12時

た．当．時は1月1日

から毎日雪が降って

いた．雪崩発生の原

因は張風読とトソネ

ル工事のダィナマィ

トの爆発とする読とがある．〔2〕

　（2）大正12年1月23日後立山

棒小屋沢に小屋がげしてかもしか畷

をやっていた「喜作新道」の開設者，

山田喜作父子は雪崩で小屋と共に埋

死した．〔！〕

　（3）昭和2年12月30日11時
頃，早大山岳部員11名は大沢小屋

から約！km上の針ノ木大雪漢をス

キーで登行中雪崩に巻き込まれ10番

11番は100m流されて脱出，1番は

逃げて助かり，2番9番は掘り出さ

れ，8番は自らを発掘，4番は3時

”天気”2・1
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聞後に掘り出され，3，5，6，7番

は埋死した．雪崩は巾80m，厚さ

3m，27日は大雪，28日は午前一

時晴，午後吹雪，29日も吹雪であつ

た．〔3〕

　（4）昭和4年12月30日，東大

窪田氏，科研松李氏，内務省田部氏，

慶大土屋氏，ガイド幅松氏，兵沼珪

の6名は剣沢小屋に向ったまま漕息

を断った．遺腹は！月25日雪崩に潰

された小屋の中で，シュラーフ中に

就寝中のままで発掘された．雪崩は

巾60m，長さ15Q⊃m．時刻は田部

氏の日記により3日17時叉，は4日5

時と推定され，工日は吹雪，2日は

午前快晴，午後晴小屋に入り，3日

は午前吹雪，午後恢復と書かれてい

る．〔4〕

　（5）昭和5年1月6日．慶

大の5名は北岳より草すべり付

近を下降中1番2番と3番との

間に亀裂を生じ，板状雪崩とな

り，工番は雪を泳いで白樺につ一

かまり助かった．2番の野村氏

は大樺池迄700m流され，3時

聞後に大樺沢でシャツー枚の姿

で発見され，搬出の途中1！日広

河原小屋にて死亡した．〔4〕

　（6）同年4月1日15時頃．
　　　　　　　　　　　　　ダ

を掘出した．当旧は午前中雪が降

り．風は2時間位前から衰えてお

り，新雪雪崩とされている．〔4〕

　（8）昭和9年・工月21日9時鉄道

大臣官房川崎，工作局三雲，保健課

会田，経理局吉田の4氏とYWCA

山岳部三．田姉妹は峰の茶屋から浅間

山に向い潰息を断った．23日小浅聞

の南方6⊃O　mの沢の中に，長さ700

m，巾70mの雪崩跡を発見，27日

遺腹の発掘を絡った．遭難は13時孚

頃と推定され，沢を下ったためとい

われる．〔4〕

　（9）昭和工0年12月15日．鹿島

のガイド荒川父子及西山氏は冷小屋

に客の食料を蓮びに行ったまま浩息

を断ち，遺骸は翌年10月2日布引滝
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いとされていた．〔4〕

　（12）昭和工5年1月5日．日本登

高会溝口，小沢，ズイド梅津3氏は「

朝日蓮峰の鳥原山に向って朝日鉱泉

を出たまま浩息を断った㌶置腹は5

月22日鳥原小屋下方斜面で発見され

たが，5日午後雪崩に逢ったものと

推定される．5日はみぞれ，6日は

快晴，7日は午前晴，午後雪，8，

9’日は吹雪であった≧いう・〔5｝

　（13）　同日15時頃，北大山岳部9

氏はペヲガリ岳に登るため，コイボ，

クサツナイ川第5の滝を登高中小雪・

崩にあい，3番以後の7名が20m流

された．15時3⊃分頃コイボクサッ

ナイ岳頂上付近から大雪崩襲来し，

内田氏のみ300m流されて助かった
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山脇氏は飯豊山西ケ岳西北面の第2図一左上：松村氏原図・左下：佐野高橋原図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　右：田村氏原図
雪漢を渡る途中で雪崩に雀き込

まれ500mも流されながらも，地面

に足がつく度に跳躍して助かった．

氏はラグピーの選手であったとい

5．〔3〕

　（7）昭和7年3月20日頃．紳戸

駅員金光，成定，有朋のガイド塚田

の3氏は常念小屋で遭難，成定氏の

みは小屋内に雪を食べて一週間も生

存していた．これを救助す麦ぐ，神

戸R．C．C．山野，有朋のガイド中

山，高強，耳塚，塚田の5氏は29日

17時50分頃，一ノ沢本沢と乗越沢

の合流点付近で紅茶をわかしている

時に雪崩が落下，スキーをつけてい

た始めの三氏は350m下方に流され

て死亡．ワカソをつげていた後の二

氏は400m下方に流されたが．自ら

1955年1月

下方雪漢中にて発見，雪崩による遭

難と推定された．〔1〕

　（10）昭和12年12月28日北大

スキー部小笠原，高橋他2氏ぽ北海

道室沢岳で猛吹雪にあい，雪洞に泊’

り，翌日登高，9時牛頃雪崩のため

始めの2氏埋死．〔1〕

　（11）昭和13年2月27日8時40

分．厚生省保瞼局山岳部8名は谷川

温泉から保登野沢をスキー登高，天
　　　　　　　　り紳峠から1km下方で雪崩にあい，

6，7，8番は逃げ遅れて毬き込まれ

埋死した．遺罎は3月6日に2名を

40m下方で発掘，4月23日に1名を

発掘した．雪崩は高さ3m，巾80m

当・日は大雪の後のすばらしい快晴で

あった．保登野沢は雪崩の危瞼は無

が，他の8名は埋死した．3日一

には湿雪が5寸位積り，4日は

彊風，5日は湿雪が降っていた．

この沢はいままでたびたび通っ

て雪崩の危瞼無しと思われてい

た所であった．〔5〕

　（14）同年1月11日8時37
分．谷川岳武能小屋に雪崩が襲

来，2階3階は70m流された．

東京高師山岳部9名は2階で朝

食中であったが，まず3名が自

らを掘出し，1時間後に他の6

名を掘出した．番人父娘は工階

に居たので3mの雪に埋めら
れ，実・に18時聞後に救出された．

当、時は猛吹雪であった．〔1〕

　（15）　同年6月15日，谷川岳一

ノ倉衝立沢メルソゼで墜死した徒歩

喫流会亭田，藤田氏の遣体攻容のた

め，慶大生等33名が爾立沢を登は

ん中板状雪崩が落下，下方にいた8

名中，1番の大塚氏は即死，3番の

岡野氏8番め藥師氏は重傷後死亡し

た．〔1〕

　（16）昭和16年2月9日23時30

分頃　明峰山岳会員8名は谷川岳マ・

チガ沢S字状屈曲韻上方，西、黒尾根

の一支陵土に雪洞を掘り就寝中雪崩

に埋められ，海野氏は苦闘の後自ら

掘出し，2氏を掘出したが，残る5

氏は死亡した．当・日は午前中小雪後
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晴，午後曇後晴，夜快晴，この地点

は雪崩の危瞼無しと考えP）れた．

　（17）昭和23年12月31日16時

5分，九州日鉄山岳部5名は伯雷大

山に登らんとして吹雪に遭い，元谷

第2の滝を下った時雪崩に逢い，第

1の滝の下迄流され，4氏は泳いで

自らを掘出し，1名は重傷を負った．

（第！図中）30日晴，31日午前晴，

午後吹雪であった．〔6〕

　（18）　昭和24．年12月21日10時

頃富士高校山岳部8名は富士大宮口

六合目県営小屋から雪漢中を登り，

電光型に曲ろろとした時雪崩に巻き

込まれ，200m流されて全員苦闘の

後脱出，（第1図右）重傷2名を出

した．19日は快晴，20時から大雪

となり20目も大雲，21日は晴れて

いた．12月に入ってほとんど降雪が

なく，そこに大雪が降ったので不安

定になっていたものと思われる．し

かし前日同じ所を上下した時には何

事もなかったといろ．〔11〕

　（19）昭和25年11月25日横

須賀山岳会員3氏は富士吉田口6合

5勺から大沢を横切り岩稜に今少し

とい5所で上方の雪面が崩れて数m

流されたが，ピヅケルを突きさし，必

死で踏み止まった．このため登高を

中止し，膝迄もぐりながら今少しで

・岩にとりっこうとした時，上部の雪

面が大きく割れて20〕m位流され，

首迄埋まって助か・）た．（第2図左

上）23日，24日，25口と晴で風が彊

かった．〔7〕

　（20）　同年12月30日．佐野高校

山岳部11氏は西黒尾根上のB，Cを

出発谷川岳肩の広場で吹雪のため西

黒沢本沢を下降，8時40分頃草小屋

跡付近に到着朝食中，雪崩の雪煙は

晋も無く一同を包み，小島氏は用便

中で助かり，戸野塚氏は脱出，林氏は

胸以上，山野井，横山氏は右手だげ，

矢島氏は頭だけ，川田氏は足首だげ

を出して埋まり，掘り出されたが，

川田氏は間もなく死亡，本山，小竹，

星野氏，秋山教論は埋死した．26日

晴，27日吹雪，28日吹雪，29日晴積

24

雪多量，30日は3時牛頃は快晴だっ

たが4時牛頃から吹雪，6時から彊

くなり，笠ケ岳から太陽が出たがじ

きにかくれ，7時20分肩の広場で吹

きとばされそろになり，やむなく西

黒沢に下ったものといろ．（第2図

左下）翌日踏査の結果，雪崩はガレ

沢から落ちて反対側の斜面に登り，

再び戻って一行を襲った事が判明し

た．この日4遺駿は発掘されたが搬

出不能1月2日は吹雪で3日には約

5⊃倍の雪崩の下に埋められた．発掘

作業は4，5，9，10，11，12，13，15，19

日と行われたが手掛りなく〔8〕3月

29，30，31日にも失敗，4月10日五段

の滝下に幅5間牛の棚を作って遺腹

の流失を防いだ．4月14，28，29日，

5月5，6日の発掘作業も失敗に絡

った．〔9〕1月頃この付近は！時間

毎位に雪崩が出たといわれている．

　（21）昭和28年2月8日8時40

分．群馬山岳連盟工0氏は谷川岳田尻

沢三俣上部，天紳峠小屋下で雪崩に

あい，全員30～60m位流され脱出

した．工番小笠原氏は木につかまっ

て助かり，2番大沢氏は雪煙の後ろ

に高さ3mの雪の壁の落ちて来るの

を見，雪中を明暗交錯で流され逆転

中木につかまったがもぎ放され，さ

らに逆転中スキーが木に引掛かって

停止，3番山田氏は木に腹が引掛か

り，雪崩に押されて呼吸困難であっ

た．4番田村氏は3回逆転次第に暗

く重くなって停止するや直ちにはい

出した．7番富田氏はトソネルに入

った様に感じ，10番中島氏は逆転4

回，次第に雪が上に積まれるように

感じたという．（第2図右）雪崩は

巾30m長さ60m厚さ1mの新雪：雪

崩で，前日は午前快晴，午後吹雪，

夜晴，当旧は未明から降雪中で，8

時頃には1時聞40糎も積る大雪であ

った．〔10〕

　（22）同年3月18日，富士吉田大

沢上部から大雪崩発生6合5勺から

5合にかげて4，5軒の小屋は全潰，

中央ホテル牛潰．（第3図）〔10〕

　（23）同年3月21日U時20分．
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第3図（中村氏原図）

高松宮歓迎スキーコース設定のた

め，旭川愛雪クラブ16名，旭川電業

所員8名三井芦別鉱業所員9名が大

雪山に向5ため，愛山漢ヒユッテか

ら沼ノZFに向ろ途中，三十三曲り付

近で雪崩に巻き込まれ，全員埋めら

れ，死亡6，重傷3，軽傷4を出し
’
た ．雪崩は巾100～150m，長さ250

～700m，スキーで雪面を切ったた

めの表層雪崩といわれる．〔10〕

　（24）　ヒマラヤ地帯の雪崩はマナ

スル第一次，第二次の映画によりみ

ごとにとられている．ナソガバルバ

ツトではマソメリー他2名はディア

ミライ氷河で雪崩のために姿を漕

し，1937年6月17日24時ドイツ隊

長以下7名の隊員とシェルパ9名は

第4キャソプにて就寝中雪崩にさら

われてしまった．カソチェソジュソ

ガでは1930年5月9日，ディ，レソ

フェルト国際隊は大雪崩のためシェ

ルパの頭を失い，登路を破壊されて

退却，193！年独バウアー「隊は，「毎

日鎭静剤でものんでいなければ雪崩

の音で気が狂ってしまいそうだ」と

記している．エヴェレストではユ922

年6月7円第二次英国隊は第4キヤ

ソプの下で雪崩のためシェルパ7名

を失い退却．ダライラマの怒に触れ

て翌年の遠征を中止せねばならなか

った．ナソダデヴィでは！934年7

月18日か19日にポーラソド隊の隊

長カルピソスキーとベルナーは雪崩

にさらわれてしまった．

　4．雪崩の分類

　私はあわ，5わなで，いたなで，

じこすりの四種類に考えていたが，

黒田氏〔12〕は次のよろに分けてお

られる．雪崩をあわとなでに分げ．

る．あわはわし，】わしリ，わぽ，うと

も呼ばれ降雪が積ってゆく時不安定

になって生ずるものをいろ．なでは

”天気”2・・1
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積雪がその後の状況の変化で不安定

になって生ずるものをいい，次の五

っに分げる，うわなでは表面条件の

変化によるもの，いたなでは表面が

硬化し，下暦との間の麦持力を失っ

て起るもの，・うわすべりは表面に外

力が加わったために起るもの，ねつ

なで億日射暖気，雨等により起るも

の，じこすりは底からも不安定にな

って全暦がなだれるものである．

　前節に述べた例では（1）（13）（14）

（17）（20）（21）はあわ1（3）（7）（1エ）

（16）はうわなで（5）（6）（18）（19）

（25）は5わすべり　（15）はねっな

で（22）はじこすりとなる．この分

げ方は発生機構によったものである

が，実際は発生機構は幾つも重なっ

ており，叉は判らぬ事もあるので，

現象面のみから分けそのおのおのの

機構を考えた方が良いのではないか

、と私は思っている．

　5．雪崩遭難対策

　前節でも判るよ5に降雪中に起る

あわあるいは大雪の降った後に起る

う’わなでが多いがこれにっいては次

のよろな対策が考えられる．

　（1）　降雪中　あるいは大雪の後

には沢の中を上下するのはむろん危

瞼で，尾根でも注意が必要である．

沢を落下したなだれはしばしば尾根、

を乗り越え，尾根に当って戻って来

る．（例（20））

　（2）　なだれにあった場合はす早

ぐ逃げ，巻込まれた場合にも，雲を

泳いで脱出を試みること．（例（6））

脱出は流されている間にすべきで止

ってからは雪の圧力のために困難に

なる．早く手を上に出して空気穴を

作り位置を知らせること．ズ例（7）

（14）（20））

　（3）巻き込まれなかった者は，

流された者の位置を見定め，直ちに

空気孔を作り発掘にかかる事． 数日

聞も埋められて生きていた例があ

る．（例（1）（22））流された者はその

姿が没した時の雪塊より上に，没し

た点より下におるはずである．

　（4）スキーは直ちに脱ぐこと．

スキーをしそいないために助かった

例は多い．（例（7））

　（5）　ピッケルを突きさして踏み

止まれる場合もある．（例（19））

　5わなでのよろに外力が加わらた

ために雪崩の起る場合に対しては次

の注意が必要である．

　（6）危瞼地幣を通過する時は30

～！00mの間隔を置いて1人ずつ通

過すること．

・（7）なるべく緩傾斜地を選び露

出した木岩等を利用すること．

　（8）急斜面の登降は電光型では

なく，なるべく直線的に登ること．

　（9）スキーの方がワヵソよりも

雪崩を起し易い．（例（23））

　（10）　急斜面の横断はなるべく上

方を横切ること

　ねつなで，そこなでのよ弓な熟的

な原因で起るものに対しては次の注

意が必要である．　　　　　　　　　　　∫・

　（！1）春の沢の登高は雨で雪がゆ

るんでいる時は危瞼である．

　（12）春の沢に日が当っている時

は工1時頃には登高を完了するよ5に　　　マ

すべきである．

　（13）沢を登る時は雪崩の通り道

になる中心線をなるべく遅ける方が　　　．

よい．

　叉全般的の注意としては

　（工4）雪崩の起り易い地点をあら

かじめ文献や土地の人によって調べ

て置くこと．しかしこの注意のみで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トゆ
は避け得られない事も念頭に置くべ　　　凄

きである．（例（4）（11）（14））．　　　　　r

　この小文が雪崩遭難防止にいさざ

かでも役立てば幸いである．

　（！954，エ2，エ5），（中央気象台）　　　　黄
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